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【1 分解説】全固体電池とは？ 

 総合調査部 政策調査グループ 研究理事  重原正明 

 

全固体電池とは、液体を中に含まない、固体だけでできた電池のことです。 

電池、特に充電できる二次電池においては、そのほとんどで、イオンという電気を

帯びた粒子が＋－の 2極の間を動くことで、電気エネルギーを出し入れする仕組みと

なっています。ところがイオンはそれ単独では不安定なものなので、通常の電池では

電解質という液体を 2極の間に入れてイオンを動きやすくしています。この電解質を

液体ではなく完全な固体にしたものが全固体電池です。 

液体を固体にするメリットとして、動作範囲の広さと扱いやすさがあります。液体

の電解質は超高温では干上がり、超低温では凍ります。固体にすることで広い温度範

囲で動作する電池ができます。また液体の電池では破損等により内部の液体が漏れる

こともありますが、全固体電池ではその危険もありません。一方、イオンの動きやす

い固体電解質の開発、両極と固体電解質の接触をよくすることなどが課題とされてい

ます。 

全固体電池の開発は、回路の固体化という意味では真空管からトランジスターへの

置き換えと共通するものがあり、自動車メーカーが電気自動車での実用化目標を示す

など活用の動きも進んでいます。今後の開発に期待します。 
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